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　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】（学内職歴を含む）

日本地理学会、人文地理学会、地理科学学会、ヒトと動物の関係学会、野生生物保
護学会、生き物文化誌学会、日本哺乳類学会、広島史学研究会

人と生き物の関わり、人と生き物の共生、地域づくりと生き物

広島大学大学院文学研究科博士課程後期地理学単位修得満期退学

博士（文学）　　（広島大学、論文博第２３８６号）

生物地理学、文化地理学、環境地理学

平　成　２１年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

最終学歴

現在の専門分野

所属学会

研究課題

①文部科学省の科学研究費補助金（基盤研究（C）：研究課題名「近年の中山間地域の土地利用とイ
ノシシの行動特性の関係‐被害対策と共存にむけて‐」（研究代表者））を受けて調査・研究を
行った。
②「独立行政法人日本学術振興会審査委員候補者」。
③農林水産省競争的資金「新たな農林水産政策を推進する実用技術開発事業」の書面審査評価委
員。

①ゼミ活動では、‘人と生き物の関わり’‘人と生き物の共生’‘地域づくりと生き物’などを
テーマに、実際に現地に出かけて、実践的な調査・研究を行っている。野外では、自動撮影カメ
ラ、GPS、発信機などの機材を導入し、調査対象の野生動物の捕獲なども行っている。現地での調査
では、地元の住民の方々との連携を図っている。このような取り組みの中で、成果を地域に還元し
たり、ボランティア活動を行なったりして、鳥獣害対策や外来種対策などに貢献できるような取り
組みを実施している。　【事例】神の使者とされる奈良公園のシカ、イノシシ・シカ・サルなどの
農林業被害問題、シシ垣（江戸時代などに造られたイノシシやシカの侵入を防ぐための防壁）、オ
オクチバス（ブラックバス）、アライグマ、カミツキガメなどの外来種問題など　　　　②ゼミ活
動の一環として、県外への研修も実施している。【事例】知床半島、小笠原諸島、八丈島、奄美諸
島、沖縄諸島、西表島、石垣島、四国など
③講義においては、毛皮や頭骨といった生物標本などを活用し、五感で学べる学習を心がけ、また
現場の様子がわかる写真（パワーポイント化）やビデオなどを導入し、学生が講義内容を理解でき
るように工夫している。

①【学会関係】：ヒトと動物の関係学会評議員、広島史学研究会評議員、びわ湖の森の生き物研究
会会長、シシ垣ネットワーク代表、「高原の自然史」（広島県北広島町教育委員会高原の自然館）
編集委員
②【審議会委員など】：農林水産省「農作物野生鳥獣被害対策アドバイザー」、大阪府イノシシ保
護管理検討会会長、奈良県自然環境保全審議会委員、奈良県自然環境保全審議会鳥獣部会長職務代
理、奈良県大型獣保護管理検討員、滋賀県外来種問題検討委員会委員
③【市民講座など】：第２回シシ垣サミットを主催（シシ垣ネットワーク）（2009.10.11,12.小豆
島）。　第2回シンポジウム「びわ湖の森の生き物」を主催（びわ湖の森の生き物研究会）
(2010.3.14.琵琶湖博物館)。　和歌山県海南市の平成21年度鳥獣害防止総合対策事業に係る鳥獣被
害対策研修会講師(2009.4.22.滋賀県大津市）。　平成21年度大和郡山市中央公民館主催講座講師
（2009.6.13.奈良県大和郡山市)。　比良里山クラブ主催企画講師（2009.6.20.滋賀県大津市).
石川県白山自然保護センター主催「北陸地区のシカ・イノシシの分布動向に係る検討会」講師
（2010.2.2.石川県金沢市）。　　石川県羽咋郡市有害鳥獣対策協議会講師（2010.2.28.石川県羽咋
市）。

全学人事委員長、ハンドボール部顧問、写真部顧問



① 『人と生き物の
地理　改訂版』

単著

② 『野生動物保護
の事典』

共著

① 拡大するイノシ
シ問題と私の活
動

単著

② 地域遺産として
のシシ垣遺構

単著

③ 伊吹山麓にある
シシ垣遺構の保
存活動

単著

① 拡大するイノシ
シ問題と私の活
動

単

② 滋賀県の外来種
問題と獣害問題

単

③ 第2回シシ垣サ
ミット小豆島

主催

人文地理学会第266回例会「人と
動物をめぐる地理学・地域研究
の現在」で発表した内容をまと
めたものである。イノシシの分
布拡大と農業被害、イノシシの
環境選択と農業被害‐GPSテレメ
トリー調査から‐、暖冬化とイ
ノシシの分布拡大を内容として
いる。

イノシシの分布拡大と農業被
害、イノシシの環境選択と農業
被害‐GPSテレメトリー調査から
‐、暖冬化とイノシシの分布拡
大について発表した。

地理学の教材として外来種問題
（オオクチバスやブルーギルな
ど）や野生動物の農業被害問題
（イノシシ、シカ、サルなど）
を取り上げる意義について提案
した。

地理学、歴史学、文化財、文化
人類学、動物学、地形学などの
シシ垣の研究者並びに教育委員
会、行政関係者などの参画を得
て、シシ垣の保存と活用に関す
る第2回サミットを小豆島にて開
催した。

土石流対策と獣害対策を併用し
た滋賀県大津市荒川地区のシシ
垣遺構を取り上げ、絵図や史料
類の検討、聞き取り調査、実測
などにより、シシ垣の構築、修
復と管理、構造などを整理分析
し、さらに、住民への聞き取り
調査やアンケート調査をまじ
え、当シシ垣の保存と活用に関
する検討を行った。

滋賀県の伊吹山に残存する石灰
岩を積み上げたシシ垣を取り上
げ、「シシ垣ネットワーク」と
地元の活動団体「伊吹の源流を
考える会」の連携によるシシ垣
の保存と有効活用に向けた取り
組みの視点や特徴をまとめたも
のである。

地理学の中で生き物を扱う視点
や内容の一例を示している。
2006年に出版した旧版を改訂し
たものである。第1章：生物探検
に出かけよう！、第2章：生物界
の秩序と人間活動、第3章：風土
と生き物、第4章：社会づくり、
地域づくりと生き物で構成され
る。

野生生物保護学会の編集で作ら
れた野生生物の保護に関する事
典である。この中で、総論編の
「野生動物と人とのかかわりの
歴史」と特論編の「近畿‐滋賀
県‐」を分担執筆した。

（学会発表）

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名
称

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

朝倉書店

古今書院2010年2月

2010年1月

人文地理学会第266回
例会

地理教材研究会

シシ垣サミット（シ
シ垣ネットワーク）

2009年10月11～12日

2009年4月18日

2009年5月24日

2009年10月28日

2010年3月

2010年3月

人文地理,第61巻第5
号

奈良大学総合研究所
所報,第18号

奈良大地理,第16号



④ イノシシ問題と
産官学・地域社
会の取り組み

単

⑤ 第2回シンポジ
ウム「びわ湖の
森の生き物」

主催

① 科学研究費補助
金研究成果報告
書

単

② 福武学術文化振
興財団研究助成
の報告書

単 研究課題名「地域遺産としての
シシ垣の遺構調査とその保存と
活用」で行った調査・研究をま
とめた。

イノシシの分布拡大と農作物被
害、鳥獣法の沿革、産官学の取
り組み、地域ぐるみの対策と課
題について発表した。

琵琶湖の水源となる森林の保全
について、そこに生息する生き
物の現状や人間活動との関係な
どに着目した研究発表、パネル
デイスカッション、展示を内容
とした、第2回シンポジウムを開
催した。

研究課題名「GPSテレメトリーに
よる農業被害多発地域における
イノシシの生態解明」（基盤研
究(C)平成18年度～20年度）（研
究代表者）で行った調査・研究
をまとめた。

（その他）

2009年5月1日

2009年8月

2009年度地理科学学
会秋季学術大会

びわ湖の森の生き物
研究会

2010年3月14日

2009年11月28日


